
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
意識と無意識 
皆さんもご存知の精神分析の父ともいわれるジークムント・フロイト博士が、人

間の心の意識の下に無意識という存在を 発見しましたね。この無意識は、きちん
とした意識なのですよ。実は、その二つの意識の間には、前意識という存在もあり

ます。日々の生活で、意識し続けるというのは、緊張の連続ですので、意識が疲れ

ないように、無意識が働いてくれているのです。これも人間にとっては、ありがた

い存在であり、素晴らしい仲間であるのですね。 
例えば、無意識は、酔っ払っていても、朝に気がつけば、きちんと自分の家に帰

っていたり、何となく電車の中で忘れ物をしたり、また、前意識は、気になってい

ること、おでこに大きなにきびがあって、前髪をやたら気にして隠そうとするなど、

意識せずにしている自分がいることですね。このにきびですが、それがあることで、

大好きな人に からかわれて傷ついたことがあるという思いが、無意識にあるとき
に、前意識の行動が現れるのです。難しく考えずに、自分の中に存在する意識や無

意識ですので、そして、自分を守ってくれる素晴らしい仲間ですので 大切にして
いきたいですね。余談ですが、私は、うれしいことに年齢を重ねながら、この無意

識と仲良くなってきました。余分なことを暗記する手間を省いてくれたり、周囲に

も自分にも笑いを誘う行動をしたり、こんなにも無意識が素晴らしいとは、若いと

きには気がつきませんでしたもの。これからも、もっと仲良くしていこうと思って

います。 
 ここで無意識の働きのお話をしましょう。 
簡単にいえば、意識を疲れさせないガードマンかしら？そう、自分の心を防御し

てくれる機能を発揮しているのです。自尊心が傷つかないように、また欲求不満が

爆発しないように、不快や不安で押しつぶされないように、しっかり働いてくれて

いるのですね。これらを自我防衛機制と呼び、13の種類があげられます。 
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